
教場で指示する。

キーワード

現代漢語

0

授業外学習 テキスト、教材

授業に臨むに当たっては、該当テキスト本文の音読（複
数回）および日本語訳を必ず行って出席すること。

『学漢語Ⅱ』（日中学院教材研究チーム　白帝社）

参考書 受講生へのメッセージ

平常点（出席、授業態度）と期末試験で評価する。２／３以上
の出席を単位認定の要件とする。講座の性格上、連続２週以
上の欠席については原則単位を認めない。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他

30 20 0 50

第14回 テキスト第５課②

第15回 検定試験対策等

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 テキスト第４課①

第12回 テキスト第４課②

第13回 テキスト第５課①

第8回 テキスト第２課②

第9回 テキスト第３課①

第10回 テキスト第３課②

第5回 テキスト第１課①

第6回 テキスト第１課②

第7回 テキスト第２課①

第2回 初級中国語の復習（発音）

第3回 初級中国語の復習（文法①）

第4回 初級中国語の復習（文法②）

授業概要

“話す”ことと“書く”ことに重点を置き、実際の生活現場で活用できる実践的な現代中国語（普通話）を学習する。

到達目標

中級中国語の習得を到達目標に、特に日常会話能力についてのスキル向上を図る。あわせて日本中国語検定協会主
催「中国語検定試験」３級の資格取得を目指す。

授業計画

第1回 ガイダンス

授業形態 授業形式 講義 履修形態 選択必修

担当教員名李　海英 年度 平成28年度

基準年次 2年次 開講期 前期 単位数 1

至誠館大学

科目名 中国語Ⅲ コード 1237

英語表記 ChineseⅢ


